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令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
の
非
紹
介
患
者
初
診
加
算
料
の
値
上
げ
（
５
５
０
０
円
か

ら
７
７
０
０
円
）
、
市
内
全
小
中
学
校
へ
の
電
子
黒
板
の
設
置
（
３
億
３
０
０
万
円
）
、
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
給
付
金
、
物
価
高
騰
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な

ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
中
小
企
業
を
守
る
た
め
の
「
消
費
税
減
税
を
求
め
る
意
見

書
」
、「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
、
ま
た
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
（
反

撃
能
力
）
の
保
有
の
検
討
を
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の
３
つ
の
発
議
案
を
提
案
し
ま

し
た
。

新京成電鉄「高根公団駅」船橋再発見

　高根公団駅は全国に６つしかない駅名に「ねこ」が入る駅

として有名です。２０２２年２月２２日の猫の日記念に合わ

せて「たか猫
ねこ

うだん乗車券・入
ニャー

場券」が２,２２２セット限

定で発売されるなど話題を呼びました。

　

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
特
に
食
品
・

日
用
品
や
電
気
ガ
ス
代
な
ど
生

活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
深
刻

で
す
。
第
２
回
定
例
市
議
会
で

は
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算

が
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
守
れ

物
価
高
騰
対
策
と
は
呼
べ
な
い

物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算

午後１時
～４時

19 月 14 日（水）
10 月 13 日（木）

し
た
。
し
か
し
、
と
て
も
物
価

高
騰
対
策
と
呼
べ
る
内
容
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
支
援
特
別
給
付
金
は
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
に
限
ら

れ
、
対
象
と
な
る
児
童
は
1
割

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
学
校
・
保
育

園
・
幼
稚
園
の
給
食
食
材
値
上

が
り
分
の
補
て
ん
、
燃
料
代
が

値
上
が
り
し
て
い
る
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
事
業
者
支
援
も
行
わ
れ

ま
す
が
、
介
護
施
設
や
障
害
者

施
設
の
食
材
費
の
補
て
ん
も
、

飲
食
店
な
ど
物
価
高
騰
で
経
営

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
事
業
者

へ
の
対
策
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

船
橋
市
に
は
現
在
、
物
価
高

騰
対
策
に
使
え
る
国
の
臨
時
交

付
金
が
16
億
８
２
０
０
万
円
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
い
梅
雨
明
け
で
し
た
が
、

電
気
代
を
抑
え
る
た
め
エ
ア
コ

ン
を
我
慢
す
れ
ば
、
熱
中
症
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
日
本
共
産

党
は
せ
め
て
値
上
り
分
１
世
帯

５
０
０
０
円
程
度
の
電
気
代
補

助
（
30
万
世
帯
で
15
億
円
）
を

市
長
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
船
橋
市
は
剰
余
金
等

を
積
み
立
て
た
基
金
を
１
０
０

億
円
以
上
保
有
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
問
題
は
自
治
体
だ
け

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
が
、
基

金
も
活
用
し
自
治
体
と
し
て
で

き
る
限
り
の
物
価
高
対
策
を
行

う
べ
き
で
す
。

気
候
危
機
打
開
に
む
け

温
室
効
果
ガ
ス
の
早
急
な
削
減
を

　

船
橋
市
で
は
、
今
年
度
か
ら

環
境
政
策
課
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
推
進
室
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
市
の
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
で
は
、
２
０
５
０

年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
達
成
す

る
た
め
、
２
０
３
０
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
目
標

を
、
２
０
１
３
年
度
比
で
こ
れ

ま
で
の
26
％
か
ら
国
の
目
標
に

合
わ
せ
46
％
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
根
拠
を
質
し
た
と
こ

ろ
、
「
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

っ
て
電
源
構
成
を
見
直
し
た
ら

目
標
値
が
上
が
っ
た
」
「
家
庭

や
事
業
所
の
再
エ
ネ
１
０
０
％

へ
の
切
り
替
え
や
、
運
輸
部
門

に
お
い
て
Ｅ
Ｖ
車
へ
の
切
り
替

え
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に

お
い
て
、
期
待
を
込
め
た
」
と

あ
ま
り
に
も
根
拠
の
な
い
実
効

性
に
欠
け
る
答
弁
で
し
た
。

　

地
球
規
模
の
異
常
気
象
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
議
会
に
は

「
２
０
２
９
年
二
酸
化
炭
素
ゼ

ロ
目
標
を
視
野
に
一
刻
も
早
く

野
心
的
な
削
減
の
実
行
を
」「
気

候
市
民
会
議
の
開
催
を
」
な
ど
、

気
候
危
機
に
関
す
る
５
つ
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
、
市
民
環
境
経

済
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
２
０
３
０

年
ま
で
の
期
限
が
迫
る
中
、
二

酸
化
炭
素
削
減
が
遅
々
と
し
て

進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
本
市
と
し
て
も
早
急
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
５
つ
の

陳
情
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
の
陳
情
も
「
賛
成

少
数
」
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
気
候
危
機
打
開
に

向
け
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第２回
定例議会

学校給食無償化

県に合わせて船橋市も実施を
　６月２日、千葉県知事は県

議会で次のように答弁しまし

た。「食料品などの物価高騰

の影響により、特に子どもの

多い世帯について、家計負担

が増える可能性があります。こうした世帯を対象とし

て学校給食費の無償化を年度内には実施できるよう

に、速やかな準備を進めてまいります。」

　ウクライナ危機や円安による急激な物価高騰が市民

を脅かしており、無償化はいよいよ急がれます。

　日本共産党は６月６日の本会議で「県の制度に上乗

せを」と求め、２０日の予算決算委員会全体会では「船

橋市は県の予算化に合わせていくのか」と質問しまし

た。市は「県から具体的な話が来ていない。県と協議

していきたい」と答え、共産党は「県の制度があって

も船橋市が実施しないと使えない、ということだけは

避けてほしい」と主張しました。

　本来「義務教育は無償」と定めた憲法２６条に基づ

き、学校給食は完全無償化すべきですが、少なくとも

早急に第一歩を踏み出すことが求められます。



あ の 街 こ の 町 　２０２２年 ８・９月 　No. ２３６ （ ２ ）

 ６月の船橋市議会　日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情・議案への態度 共
産
＝
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
9
人
）
、
自
由
＝
自
由
市
政
会
（
7
人
）
、
飛
翔
＝

飛
翔
（
6
人
）
、
創
風
＝
創
風
ふ
な
ば
し
（
6
人
）
、
新
楓
＝
新
楓

（
4
人
）
、
無
所
属
：
（
3
人
）
、
は
・
小
・
今
＝
議
員
の
頭
文
字

【 

○
＝
賛
成
、
×
＝
反
対
、
退
＝
退
席 

】

内　容 結果 共産 民主 公明 自由 飛翔 創風 新楓 無所属

意
見
書

消費税減税を求める意見書 否決 〇 〇
退：３ × × × × × 〇：小、今

×：は

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇：は、今
×：小

「敵基地攻撃能力（反撃能力）」の保有の検討を撤回することを求め
る意見書 否決 〇

〇
×：２
退：３

× × × × × 〇：今
×：は、小

主
な
陳
情

習志野演習場・駐屯地へのオスプレイの飛来及び訓練と船橋市上空通過、
また日米共同訓練に反対する陳情 不採択 〇

〇
×：２
退：３

× × × × × 〇：今
×：は、小

国に対し「インボイス制度導入中止を求める意見書」の提出を求める陳情 不採択 （同様の意見書が否決されたため不採択となりました）

すべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願（給食費・教材費の
無料化） 不採択 〇 ×

〇：３ × × × × × 〇：今
×：は、小

すべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願（30人以下
学級に向けた取組） 不採択 〇 ×

〇：３ × × × × × 〇：今
×：は、小

議
案 市立医療センターの非紹介患者初診加算料値上げ 可決 × 〇

×：１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

楽
観
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
危
険

海
老
川
上
流
地
区
開
発

土
地
利
用
規
制
法
を
使
っ
た

弾
圧
へ
の
協
力
は
拒
む
べ
き

　

船
橋
市
は
現
在
、
海
老
川
上

流
地
区
の
区
画
整
理
事
業
が
、

海
老
川
下
流
域
に
水
害
を
引
き

起
こ
さ
な
い
か
ど
う
か
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す

が
、
問
題
が
あ
り
ま
す
。
海
老

川
調
節
池
の
暫
定
整
備
と
、
下

流
部
の
河
床
掘
削
が
前
提
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
二

つ
は
千
葉
県
の
事
業
で
す
が
、

県
は
「
２
０
３
２
年
度
ま
で
の

実
施
に
努
め
る
」
と
い
う
だ
け

で
、
確
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仮

に
実
施
さ
れ
て
も
盛
土
は
工
事

の
初
期
で
、
そ
の
間
の
水
害
リ

　

重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離

島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利
用

状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る

土
地
利
用
規
制
法
）
は
９
月
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
の
目
的
は
重
要
施
設

の
「
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
の

防
止
」
で
す
。

　

専
門
家
か
ら
は
市
民
運
動
な

ど
も
弾
圧
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
具
体
的
に
何
を

し
て
は
い
け
な
い
の
か
が
明
確

で
は
な
い
と
い
う
（
罪
刑
法
定

主
義
に
反
す
る
）
問
題
が
あ
り

ま
す
。
船
橋
市
で
関
係
す
る
陸

上
自
衛
隊
習
志
野
基
地
、
演
習

場
で
言
え
ば
多
く
の
機
能
が
存

ス
ク
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

共
産
党
は
本
会
議
で
「
前
提

が
崩
れ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
す
べ
き
だ
」
と
質
し

ま
し
た
が
、
市
は
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

他
に
も
盛
り
土
量
（
33
万

㎥
）
を
市
独
自
に
検
証
せ
ず
、

業
務
代
行
予
定
者
の
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
（
株
）
フ
ジ
タ
が
示
す
数

字
を
そ
の
ま
ま
発
表
す
る
、
盛

在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
通

信
機
能
、
演
習
・
訓
練
機
能
、

災
害
救
助
、
弾
薬
の
保
管
、
物

資
の
輸
送
、
さ
ら
に
言
え
ば
自

衛
隊
員
の
暮
ら
し
を
支
え
た
り

と
い
っ
た
こ
と
も
機
能
と
言
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

同
法
で
は
第
22
条
で
、
目
的

達
成
の
た
め
に
地
方
自
治
体
に

「
そ
の
他
協
力
を
求
め
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
か
ら
は
こ
の
協
力
に

つ
い
て
、
道
路
管
理
者
に
基
地

周
辺
で
の
抗
議
行
動
や
座
り
込

み
者
の
排
除
な
ど
を
求
め
た

り
、
公
園
を
集
会
で
使
わ
せ
な

い
な
ど
の
協
力
を
求
め
た
り
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
教
育
委
員
会
は
、
中

学
生
の
減
少
を
理
由
に
２
０
０

１
年
に
県
立
高
校
統
廃
合
計
画

案
を
公
表
し
統
廃
合
計
画
を
進

め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、

１
４
２
校
あ
っ
た
県
立
高
校
は

１
２
１
校
に
減
り
ま
し
た
。
船

橋
市
内
で
も
２
０
１
１
年
度
に

は
船
橋
西
高

校
と
船
橋
旭

高
校
が
統
合

さ
れ
、
船
橋

啓
明
高
校
に

な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
県

教
育
委
員
会

は
、
こ
の
先

県
立
高
校
統
廃
合
よ
り

少
人
数
学
級
の
実
現
を
！

10
年
間
で
「
10
組
程
度
を
統
廃

合
す
る
」
と
い
う
計
画
を
含
む
、

次
期
県
立
高
校
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
計
画
案
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
で
は
「
１
学
年
６
学

級
～
８
学
級
を
適
正
と
す
る
」

と
し
、
適
正
規
模
に
満
た
な
い

学
校
は
統
廃
合
の
対
象
と
い
う

方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
統
廃

合
の
学
校
名
は
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
船
橋
市

内
で
は
豊
富
高
校
（
４
学
級
）

が
統
廃
合
計
画
の
対
象
に
な
る

可
能
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

豊
富
高
校
は
全
校
生
徒
の
半
数

以
上
が
船
橋
市
内
在
住
で
す
。

仮
に
豊
富
高
校
が
統
廃
合
の
対

象
と
な
れ
ば
、
市
内
中
学
校
の

進
路
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題

に
な
り
ま
す
。
「
船
橋
市
か
ら

も
県
立
高
校
を
こ
れ
以
上
減
ら

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
声

を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
市

を
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
ま
だ
学
校
名
が
示
さ

れ
て
い
な
い
中
で
、
今
考
え
る

段
階
で
は
な
い
」
と
終
始
や
る

気
の
見
え
な
い
答
弁
で
し
た
。

生
徒
の
数
が
減
る
と
い
う
の
な

ら
、
学
校
を
減
ら
す
よ
り
今
こ

そ
少
人
数
学
級
を
進
め
る
べ
き

で
す
。

　

地
域
の
受
け
皿
と
な
る
県
立

高
校
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ
せ
な

い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ことしで６５回目となる原水爆禁止国民平和大行進。今年は、新型

コロナ感染症の拡大状況に配慮して、７月２０日、スタンディングア

ピールとして取り組まれました。日本共産党船橋市議団も、各地のア

ピール行動に参加しました。写真は新京成線高根公団駅前。
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議
会
で
は
「
思
想
信
条
の
自

由
、
表
現
の
自
由
を
奪
い
か
ね

な
い
協
力
は
拒
む
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
市
を
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
想
定
で
の
質
問
に
答

弁
は
で
き
な
い
」
と
明
言
を
避

け
ま
し
た
。

り
土
が
ど
こ
か
ら
持
ち
こ
ま
れ

る
の
か
、
６
月
議
会
の
時
点
で

確
認
し
て
い
な
い
な
ど
、
市
の

無
責
任
さ
が
際
立
ち
ま
す
。
共

産
党
は
「
工
事
を
凍
結
す
る
よ

う
、
区
画
整
理
組
合
を
監
督
す

べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
が
、
市

は
「
住
民
説
明
会
が
終
わ
る
ま

で
着
工
を
待
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
容
認
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
開
発
地
は
最
大

３
ｍ
の
浸
水
想
定
区
域
で
す

が
、
放
射
線
室
は
低
層
部
分
に

配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
豪
雨

が
各
地
で
強
ま
る
中
、
危
険
で

す
。
市
は
開
発
地
を
広
大
な
公

園
に
す
る
な
ど
、
思
い
切
っ
た

計
画
転
換
を
進
め
る
べ
き
で
す
。


